
　

（しのだ　よしひろ）

篠田　嘉弘

　市長公室は、行財政改革の一層の推進、職員の意識改革、資質向
上のための施策の実施、そして、市民の安全、安心のため、重点方針と
ともに次の施策に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　『重点方針　一層の職員改革』

１　公共施設白書により明白になった課題を市民の皆さまにお知らせす
　るとともに、公共施設の今後のあり方の検討に入ります。また、行財政
　改革のための新たなプラン作りを行います。

２　引き続き、市民ニーズ等を的確に把握するとともに、市政に対する
　意見や提言をお聴きし、市民の声の届く市政を推進します。

３　より一層の情報提供を行い、市政の透明化を推進します。

４　市民満足度の高い、より良い市民サービスを提供するため、各種事
　務研修、現場研修を引き続き実施します。また、職員の意識改革、
　資質向上のため、他の自治体との交流、さらには上級官庁などへの
　実務研修を行います。

５　職員の能力実績に基づく人事評価を実施し、定着化させます。

６　災害についての認識と防災対応能力を身につけるため、地域の防
　災リーダーとなる防災指導員を対象に防災講習を実施するとともに、
　市民の生命・財産を守るため、消防力を充実・強化します。
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⑤

能力実績に
基づく人事管
理を進めま
す。

　職員の業務・職務に対する意欲を高め、そ
の能力を最大限に発揮させるために、勤務評
定制度を活用した能力及び実績に基づく人
事管理の取組を進めます。
 ・勤勉手当への反映実施（平成26年6月～）
 ・昇給、昇格への反映

⑥ ◎
消防団車庫
の建て替えを
行います。

　消防団再編計画を基に、消防団車庫・詰所
の建て替え工事を実施します。
　建替　　　　４棟
　設計　　　　４棟（うち翌年度用２棟）
　地質調査　４箇所（うち翌年度用２箇所）

② ◎
市民と市長と
の車座集会を
開催します。

　市民の声が届く市政を推進するため、各種
団体やグループなど少人数での市長との対話
会｢車座集会」や、自治会や地域団体などと
の｢市長と語る会」を開催し、市政に対する意
見や提言を聴きます。

①
公共施設の
再配置を進め
ます。

  公共施設に関する市民アンケート調査や白
書に基づく市民説明会等を開催し、市民の皆
さまに公共施設再配置の趣旨を理解していた
だきながら、公共施設再配置基本方針、再配
置計画の策定を進めます。

取組について　（※　◎印＝市長マニフェスト推進計画の項目に該当）

重点課題・目標 具体的な取組内容（課題・目標に向けた取組） 達成状況（実績） 評価

  第５次行政改革の取組を見直し、計画期間
を１年前倒しして、平成２６年度中に「総合計
画」、「財政計画」と連動した新たな「行財政
改革プラン」を策定します。

行財政改革
の推進によ
り、計画的な
行財政運営
を進めます。

③ ◎

④

職員の資質
や行政経営
能力を高めま
す。

　国、岐阜県、他市との人事交流や実務研修
を充実させ、業務能力を向上させます。
　倫理研修を行い、公務員としての倫理意識
を高めます。
　管理職研修を行い、指導、管理能力を高め
ます。
　育児休業中職員のモチベーションの維持、
向上に向けた取り組みを行います。（年２回）
　女性管理職育成に向けた自主的な研修活
動を奨励します。
　ファシリテーター（会議、シンポジウム、ワー
クショップ、ミーティングなどにおける調整役）
を育成します。

⑧
防災力の向
上を推進しま
す。

　防災・減災についての知識や、災害に対処
する力を養うために、防災指導員を対象に防
災講習を実施します。
　各学校の管理職（校長・教頭）を対象とした
ＤＩＧ訓練を実施し、指定避難所となる施設管
理者の防災意識を高め、施設の管理運営能
力の向上に取り組みます。

⑦
防災備蓄倉
庫の整備を行
います。

　防災備蓄倉庫の整備を行い、資機材等を
配備します。
　避難所型　２棟（新設）
　標準型 　　１棟（建替え）、既存分の資機材
　整備
　指定避難所　資機材配備
　今後の整備方針を策定します。
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